



































































束をキャンセルするメールを書いた計 40 例を分析データとする。調査協力者は 20 代から






























































表 1? 約束をキャンセルするメールの意味公式 
 
意味公式 定義 例 
使用率?%? 
目上 対等 




宛名 相手の名前 △△先生／△△さん 100 75 
名乗り 開始部の自分の名前 △△です。 50 10 






























































































































終了の挨拶 終結の挨拶表現 よろしくお願い致します。 45 15 
署名 終了部の自分の名前 △△ 100 55 
 
? （注）「使用率」は、パーセンテージで表記した。例えば、ある意味公式が 20 例全てのメールで使
用された場合は、その意味公式の使用率は 100%となる。20 例の中で 10 例（半分）が使用された場合









の 9 種である。目上の場合と異なるのは、「名乗り」の 1 種のみである。 
全ての 22 種の意味公式を使用したメールは、1 例もなかった。それぞれの意味公式は、
ほぼ１つのメールで 1 回のみ使用されたが、2 回以上反復して使用されたものもある。最も






図 1? メールにおける意味公式の出現順序  
? ? ? ? ? ? ? ? ? ?  目上 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?  ? 対等  
 
                     ↓? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?  ?    ↓  
? ? 開始部  
 
                      ↓                           ↓  
? ?  
  
? ? 主要部  
? ?  
 
 
            ? ↓? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ↓ 
? ? ? 終了部  
 
? 図 1 のような意味公式の出現順序を組み合わせることで、1 つのメールが成り立つ。この
ようなパターンを約束をキャンセルするメールの典型的な談話構造とみなすことができる




























































置き」は例 1 のように、ほぼメールの主要部の始めに書かれたが、例 2 のように、「前置き」
の前に「謝罪表現」が出現したメールも少数見受けられた。 
 
＜例 1＞? 「前置き」＋「本題」（対等の相手へのメール） 
今日、卒論のインタビューお願いしてたんだけど、 
急に熱が出て行けなくなってしまったんだ。 
「前置き」? ? ? ?  
「本題」（キャンセル理由＋キャンセル報告） 
 




























































































1 回出現したのは 70%、2 回出現したのは 25%、3 回出現したのは 5%である。一方、対等者
へのメールに 1 回出現したのは 40%、2 回出現したのは 45%、3 回出現したのは 10%、4 回





れた（目上:27 回、対等:36 回）。 
また、メールに使用された「謝罪表現」の言語形式は、「すみません形」「ごめん形」「申
し訳ない形」「悪い形」の 4 種に分類することができた。この分類は、日本語の謝罪表現に
関する先行研究（熊谷 1993、三宅 1993、小川 1995、山本 2004、佐藤 2011 など）で指摘さ
れている分類と一致する。表 2 は、それぞれの「謝罪表現」の言語形式の使用回数を示した
ものである。 




1 すみません形 - 1 回（2.77%） 
2 ごめん形 - 22 回（61.11%） 
3 申し訳ない形 27 回（100%） 12 回（33.33%） 
4 悪い形 - 1 回（2.77%） 
合計 27 回（100%） 36 回（100%） 
 































の場合は、メールの開始部と終了部共に 2 回自分の名前を書いた人は 2 名（10%）、メール











? （1）メールの意味公式は 22 種に分類できた。22 種の中で半数以上使用された意味公式
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